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データベースは、わが国の情報化 の進展上、重要な役割 を果たす もの と期待 されて

いる。今後 、データベースの普及によ り、わが国において健全な高度情報化社会の形

成が期待 され る。 さらに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備 は、国際的な情

報化 への貢献および 自由な情報流通の確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、

現在わが国で流通 して いるデータベースの中でわが国独 自のものは1/3に すぎない

のが現状であ り、わが国デー タベースサー ビスひいてはバ ランスあ る情報産業の健全

な発展 を図るためには、わが国独 自のデータベースの構築およびデータベース関連技

術の研究開発 を強力に促進 し、デー タベースの拡充 を図る必要があ る。

このよ うな要請に応えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターでは 日本 自転車振

興会か ら機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発 につ

いて民間企業、団体等 に対 して委託事業 を実施 している。委託事業の内容は、社会的、

経済的、国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進 に寄与す ると考え られて

いるデータベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通 の促進、利用の円滑化 ・

容易化な どに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術で ある。

本事業の推進 に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 され るデータベース構築
・技術開発促進委員会(委 員長 東海大学教授 上條史彦氏)を 設置 して いる。

この 「高齢者在宅介護情報のデータベース構築」は平成9年 度 のデータベースの構

築促進および技術開発促進事業 として、当財団が 株式会社 フォワー ド に対 して

委託実施 した課題 の一つである。 この成果が、データベースに興味 をお持ちの方々や

諸分野 の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成9年 度データベースの構築促進および技術 開発促進事業で実施 した課題

は次表 のとお りである。

平成10年3月

財団法人 データベース振興セ ンター
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平成9年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委託先

社 会

1 イ ンターネ ッ ト型先進材料DB活 用

プログラムの開発

(財)次 世代金属 ・

複合材料研究開発協会

2 イ ンター ネ ッ トを利用 したイベ ン

ト関連情報 に関す るデー タベース

の構築

(社)日 本イベ ン ト産業振興

協会

3 オーサ リング型地図付地域ガイ ド

データベースのプロ トタイプ構築

(財)地 図情報セ ンター

4 高齢者在宅介護情報のデータベー

ス構築

(株)フ ォ ワー ド

5 筑波研究学園都市研究便覧インタ
ーネット対応化事業

(株)筑 波出版会

6 建築行政指導要綱のHTMLデ ータベ
ース構築

日本建築法令(株)

7 中小小売業のための商品仕入れ情

報データベースプロトタイプ構築

(財)店 舗 システム協会

地域

活性化

8 新 聞記事 ・画像データベース構築 琉球新報社

技 術

9 イメージファイ リングの効率的活

用 を目指す書誌 情報データベース

検索技術 の構 築

(株)会 議録研究所

10 やわ らかい分散オブジェク トシス

テムに関する調査研究

(株)シ ネ ・ジ ャー ナル プ ロ

ダク シ ョン
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1.概 要

1.1構 築の背景と目的

現在人生80年 の長寿の時代が到来 し、世界で も例を見ない速さで人口の高齢化が進

んでいる。65歳 以上の人 口は、平成6年 は1,758万 人で総人口の14.1%に 達 し、

これが平成12年 には17.0%と な り北欧諸国の水準に達 し、平成37年 には25.8

%と いう他 に例をみない超高齢化社会を迎えようとしている。

なかでも、今後、75歳 以上の後期老齢人口のウエイ トが更に大きな勢いで高くなっ

ていくことか ら、寝たきり老人や痴呆性老人等の要介護者が急増 し、平成5年 において

約200万 人と推計されている要介護老人は、平成37年 には530万 人に達す るもの

と見込まれている。(表1-1参 照)

表1-1厚 生省推計資料

要介護老人

内 訳

虚弱老人数 要介護の

痴呆1生老人

寝たきり老人数

平成5年 200万 人 .100万 人 10万 人 90万 人

平成12年 280万 人 130万 人 20万 人 120万 人

平成22年 390万 人 190万 人 30万 人 170万 人

平成37年 530万 人 260万 人 40万 人 230万 人

この様な状況で、高齢者が可能な限 り住み慣れた家庭や地域の中で、自立 して暮 らし

続ける事が出来るように、ホームヘルパーなどの在宅福祉サービスを大幅に拡充してい

くことが重要視されているが、在宅福祉の分野は、施設に比較 し立ち遅れている事か ら、

質的 ・量的拡大を図ってい く必要性が求め られている。

今回研究構築 したデータベースシステムは在宅介護を情報面か ら多角的に分析出来る

ことを目的 として研究構築する事 とした。

一1一



1.2実 施 体 制 ∵"

本課題の実施にあたっては 「在宅介護」 を取 り巻 く現行制度及び環境調査を行う為、

検討委員会 を設置し関係機関か らの情報収集、分析か ら開始 した。

(1)「 高齢者在宅介護 情報データベース構築」検討委員会

委員長 庚 木 守 雄

委 員 永 田 量 子

オブザーバー

事務局'

松 井 政 雄

竹 内 好 男

下 谷 豊

嶺 村 英 逸

反 保 進

中京大学情報学部教授

名古屋大学医療技術短大

看護学科助教授

東海北陸データベース懇話会

事務局長(平 成9年9月 末日退職)

東海北陸データベース懇話会

事務局長(平 成9年10月1日 就任)

(株)フ ォワード代表取締役

中部通商産業局 情報政策室長

(株)フ ォワー ド

ネットワーク部 部長
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2.調 査 検 討 結 果

2.1在 宅介護に関係する各機関の相関関係

要介護者

特別養護

老人ホーム

図2-1関 係機関相関図

調査の結果、1人 の在宅要介護者に対する在宅介護支援体制は図2-1の 様なさまざ

まな機関との連携が不可欠である。 ・

具体的には社会福祉士、老人福祉施設関係者、かか りつけ医師、介護家族の相談によ

る介護計画(ケ アプラン)作 成が挙げられる。

表2-1に 各種団体の役割概要を掲載 した。

一3一



表2-1各 種団体役割概要

福祉事務所 要介護者短期保護、要介護者 日常生活用具給与 ・貸与

、ホームケア促進訪問事業、住宅改造モデル事業

特別養護老人ホーム ショー トステイ 、デイサ ー ビス、高齢者介護ホー ム、

在 宅介護支援セ ンター、ケアハ ウス、入浴サー ビス等

医師、看護婦 診断、治療、保健福祉活動

家 族 介護、相談

ホームヘルパー 介護活動、各機関との連絡

保健婦、相談所 相談と訪問、栄養指導及び相談、老人保健相談等

宅 配サービス、セキュリティ 在宅給食サー ビス事業、非常ベル設置、車椅 子貸出 し

家族 ・市民
の相互扶助

組織ボ ラ ン
テ ィア

/一 士(sw)＼

訪 問 看 護 婦 ・

保 健 婦 ・OT・

PT・MSV・

PSW

障害 者施設 ・
老人 福祉施 設
関係 者(デ イケ
ア・ショートステイ等

主治 医

(病院 ・
診療 所)

OT:作 業療法士PT:理 学療法士MSW:医 療ソーシャルワーカー

PSW:精 神医学的 ソー シャル ワーカー

図2-2要 介護者情報ネ ッ トワーク

上記福祉団体の専門家により調査が行われ、要介護者 に対 しての在宅介護計画が

立案実行される。
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2.2福 祉施設 「特別養護老人ホーム」の概要

デイサー ビス
(A～E型)

高齢者
介護ホ ーム

痴呆性老人
生活指導ホ

在宅介護支
セ ンター

シ ョー トス テ イ

(ミ ドル ス テ イ)

リハ ビ リテ ー シ ョ ン

セ ン タ 一

一ムヘル プ

サー ビス

図2-3

表2-2各 セクションの役割

ケアハウス 高齢者の自立支援老人ホーム

在宅介護支援センター 介護機器の利用や介護方法についての助言を行 う

家庭訪問

ボランティア 各種の慰問やクラブ活動、食事や入浴の介助など

痴呆性老人生活指導ホーム 24時 間体制で観察、精神科医による生活指導

高齢 者介護ホーム

デイサービス

毎 日通所 型、送迎付 、昼間の介護 、入浴 、昼 食

散歩 、 レク リェー シ ョン等

シ ョー トステ イ、 ミ ドル ス

テ イ、ナイ トケ ア

冠婚葬祭、介護疲れ等で、昼間の介護体制が取

れない時期、3ケ月くらいまで随時に入所

入浴サービス 施設内の特殊浴場を利用して入浴を行う

食事サービス 施設内の給食を利用する

ホームヘルプサービス 要介護者の家族をヘルパーが訪問し、日常の

世話 を行 う。家族の介護負担の軽減を計る。

リハ ビリテー シ ョンセ ンター 要介護者の機能回復訓練を行う。
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2.3デ 」タベース構築コンセプ ト

上記の様に、要介護者1人 に対 し 「特別養護老人ホーム」等施設を利用した介護支援

計画(ケ アプラン)が まとめられ、ホームヘルパーが直接要介護者宅を訪問し生活介助

作業を行う事にて運用される。

ここで、要介護者の一次情報源 とな り得るのは介護家族以外ではホームヘルパーで有

ることに注 目した。介護作業以外に客観的に現状把握が出来、関係各機関との情報交換

窓口であるホームヘルパーか らの情報をデータベースの入力源として構築する事 を決定

した。

又、データベースの構築に当たっては下記の様なコンセプ トに基づき設計する事 とし

た。

(1)介 護計画(ケ アプラン)の 多様化に対応できる事。

要介護者個々人は、介護を必要とする作業も生活環境 も異なることから、必ず しも

同一の介護作業は必要無い。よって要介護者別の介護計画(ケ アプラン)が 必要であ

る。

データベース情報はケアプラン策定の基礎資料 とな り将来のケアプラン変更の情報源 と

して利用出来る項 目を盛 り込む。

(2)訪 問宅でホームヘルパーが入力可能な手段。

情報は介護者宅で記入、入力出来 る事が最 も望ましく、写真等の画像データも扱え

る携帯端末機器を選択する。

又、入力方法は、情報機器を扱った事 のない人でも操作出来る様な簡易な操作性を追

求する。

(3)デ ータベース情報の活用

データベースの情報は、要介護者個々人の日々の身体情報とな り長期の運用によ り

疾病等の判断材料としての活用 も考え られる。

又、要介護者か ら寄せ られる様々な要求、要望は今後の在宅介護の運用形態を模索す

る上で重要な情報 とな り得る為、容量等十分考慮する。
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2.4ホ ームヘルパー の現 況

保健婦
・市 町村 高齢 者サービ

ス調 整チーム

サ ービス提供組織
社会福祉協議会ほか

要介護者

民生委員

図2-4ホ ームヘルパーを取り巻く環境

ホームヘルパーの介護作業内容としては次の様な作業が定義 されている・
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表2-3介 護作業一覧

分 類 項 目

食 事 献立作成、調理、食事介助、後片付け、水分補給、

間食

清 潔 洗面、歯磨き、口腔清拭 ・洗浄、洗髪、全身清拭、

手足浴 、陰部洗浄、入浴介助、入浴付添 い、髭剃 り、爪

切 り耳掃除、髪の手入れ、浴槽清掃 ・湯張 り

排 泄 おむつ交換、尿びんの使用、ベ ッ ド上排泄介助、ポ
ータブル トイ レ介助、 トイ レ誘導

リ ハ ビ リ 体位交換、座位保持 、移動介助、立位訓練、歩行訓練、

抱縮予防の関節屈伸運動、散歩介助、通所介助、言語

練習、 レクリエー ション ・アクティビティ

寝具 ・衣服 寝衣 ・シーツ交換 、衣類脱着の介助 、洗濯、洗濯取 り入

れ、洗濯整理、縫 い物、アイロンが け、布団干 し

精神的援助 話 し相手、心理的援助、生活上の助言 、情報提供

投 薬 服薬管理 、心理的換気 、室温、日当 り調整、整理 ・整

頓、居室内清掃、台所清掃、ゴミ出し援助

受診 ・通院 往診医 ・専門医の紹介 、通院介助、通院付添い、薬

の受け取 り、医師への病状説明

住居 換気 、 室温 、 日当 り調整 、整 理 ・整 頓 、居室 内清掃 、

台 所清掃 、 ゴミ出 し

買い物等 買い物、手続き代行、金銭管理

関係機関への連絡 ・

利用援助

福祉事務所 ・社協 ・在宅福祉サー ビス、保健所、訪問

看護ステーション

健康チェック

在宅確認

顔 色 、全体 状態 、発 汗 、排便 、食 事 、応 答 、血圧 、脈

拍 、体 温

ボデ ィー チ ェ ック 整 容 、着 替 え、食事 、動作 、失禁 、服 装

環境チェック 新聞受 け、ゴミ箱、屋内掃除、台所

要望 ・問題点 要介護者 ・家族か らの要望や問題点を文章で記入

上記の様に1ホ ームヘルパーの介護活動は生活全般に関わ り、作業は多岐に渡る。

しか し、情報伝達基準は制度化されていない為、作業内容、及び 情報は担当者の個人的

な主観に左右され、同一団体間で しか利用されず、団体相互の情報交換は出来ていない

事が判明した。

又、ホームヘルパーの一 日の作業記録は各自手書きで報告され、各団体 を通 じ管轄官

庁 に報告されている。 この事務作業量もかな りウェイ トが高 く事務作業の効率化 も計れ

る工夫も求められている事 も判明した。
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(1)テLタ ベース化によるホームヘルパーのメリッ ト

① 初級ホームヘルパーへの情報提供

生活介護活動中心のホームヘルパー(2,3級 認定者)に 対 しての情報支援は、一

元管理による介護作業の重複、作業忘れの防止、及び訪問スケジュー リング機能によ

る訪問効率アップが図れる。

② 上級ホームヘルパーへの情報提供

上級者(1級 認定者)へ は、作業情報よりも要介護者と周りの組織などとの連携に

よるケアプラン作成の為の基礎資料作成が中心となる。

同データベースの情報は、身体状況推移が数値化された客観的な情報として貴重な

指標として利用できる。

(2)デ 」タベース化による運用注意事項

今回取 り扱 うデータは、個人のプライバ シーに関わる重要な項 目をデータベースと

して一元化するもので有 り、データ漏洩は社会的な信頼関係を損な う重要な問題となる。

そのため、データベースのアクセス権については厳重なセキュ リティ保護が求められ、

携帯端末についても紛失、盗聴等に対 して もセキュリティが守れる機能が必須条件と

なる。 この為、システムにはセキュリティ機能の強化策を組み込む事 となった。

以上の点に考慮 し、データベース構築の為の項 目洗い出 し及びシステム構築を行った

結果を次項より実施結果 として掲載 した。
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3.実 施結果

3.1デ ータベース構築項目一覧

(1)要 介護者マスター項 目

要介護者の基本情報 としてデータベースの核 となるマスターデータで有 る。

表3-1要 介護者個人基本情報

種 類 分 類 項 目

基本情報 本 人 郵便番 号 ・住 所 ・氏 名 ・性別 ・生年 月 日 ・年齢 ・

電 話番 号

世帯構成 家族構成 配偶者有無 有、無、未婚、死別

生計状況 家 族 生計中心者の収入 生活保護、年金のみ

同一生計

世帯者

家族構成 氏名 ・続柄 ・年齢 ・職業

現疾患 本 人 主治医、伝染性疾患 の有無 ・身体状況(視 覚障害、

聴覚障害、言語障害、肢体機能障害、内臓 障害、そ

の他の疾患)

身障手帳の

有、無

本 人 有(等 級 、都 道府県 、取 得年 月 日、障 害名)・ 無

医療状況

病歴

本 人 通院 ・往診 ・訪問看護 と機関名 ・投薬の状況

要介護認定 ラ

ンク、精神 ・

身体状態

本 人 認定 ランク、精神症状 、行動異常 の有無(幻 覚 ・妄

想 ・物忘れ ・失見当識 ・失認 ・意識障害 ・自殺企画 ・

攻撃暴力 ・性的異常行動)

要介護者
情報

本 人 不潔行為 、奇声を上げる、過食、蒐集僻、乱買、弄
、

火、虚言 、外出迷子、俳徊、感情障害、夜間行動異

常

症状発生

時期

本 人 専門医の受診の有無、診断名、N式 スケール評価 点

(正常 ・境界 ・軽度痴呆 ・中等症痴呆 ・重傷痴呆)

寝た き りにな

った時期

本 人 N歳 頃か ら ・N年

麻痺などの有

無

本 人 褥瘡 の有無、動悸息れの有無、便秘 の有無 、失禁 の

有無 外傷の有無

家 族 と の コミュニ

ゲ ション

本 人 良い ・普 通 ・悪 い ・全 く無 い
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(2)生 活環境情報

ホームヘルパーの介護作業 に必要な情報で有 り、介護作業 に必要な作業環境情報

で あ り担 当者選別基準及び、引継事項 として必要な情報項 目である。

表3-2生 活環境情報

住 宅 環 境 1戸 建 、マ ンシ ョン、公社 、公 団、公営 住 宅、給 与住 宅 、

アパ ー ト、間借 り

構 造 平屋建、N階 建

専用居室の有無 N畳 ・無 、方 角(北 ・南 ・東 ・西)、 階(N階)、 暖 房 設

備(有 ・無)、 玄 関 まで の段 差(多 ・少 ・無)

台所までの段差 多 ・少 ・無

便 所 便 所 の 手 す り(有 ・無)、 和 式 ・洋 式 ・そ の他 、便 所 の

段差(有 ・無)
1

浴 室 自宅 に あ り ・も らい湯 ・公衆 浴 場 、浴 室 の手 す り(有 ・

無)、 浴室 の段差(有 ・無)

i

台 所 (有 ・無)、 沸か し器(有 ・無)、 冷蔵 庫(有 ・無)

電 話

そ の 他

(有 ・無)、 洗 濯機(有 ・無)、 就 寝(畳 ・ベ ッ ド)、 騒

音(有 ・無)、 住 環境 で の留意 点 、住 居見 取 り図(オプション)

緊急連絡先 病 院 ・医院名 と電話番号、親戚等の氏名 と電話番号、役

所 の福祉課

(3)日 常生活動作判定スケール(ADL情 報)

要介護者の身体状況評価項 目で有 り、ケアプラン策定の重要な指標 となる。ホ
ームヘルパーによ り日々報告される身体情報 と共に

、 日常生活の観察結果(ボ デ

ィチェック項 目)と 合わせ要介護者の状況 に大幅な変化が見受け られた場合、ケ

アプランの変更が必要 とな る。

表3-3日 常生活動作判定スケール

観 察 項 目 判断基準1～5数 字で評価

歩行(屋 外)

1.普 通2.1ゆ っ くりな ら歩 ける3.物 につ か ま

って 歩 ける ・4.は って歩 く5.移 動不 能

歩行(屋 内)

1.普 通2.ゆ っ く りな ら歩 ける3.物 につ か ま

って歩 ける4.は って 歩 く5.移 動不 能

階 段 昇 降

1.普 通2.ゆ っ く りな ら歩 け る3.物 につ か ま

って歩 ける4.は って歩 く5.移 動 不能
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立 位

1.普 通2.な ん とか自分で立てる31⊥ 部介助ば

できる4.介 助 されて立てる5.全 面介助必要

ね が え り

1.普 通2.な ん とか自分でできる3.一 部介助

すればできる4.か な り手助けをすればできる

5.全 面介助

衣 服 着 脱

1.普 通2.で きるが遅い3.一 部介助すれ ばでき

る4.か な り介助すればできる5.全 面介助

食 事

1.普 通2.ほ ぼ 自分で食べ られるが遅い3.一 部

介助すればできる4.か な り介助すればできる

5.全 面介助

排泄(小 便)

1.普 通2.便 所に行 くのが遅 い3.か ろうじて 自

分でする4.(便 器)介 助を要する5.失 禁(常 時

おむっ使用)

排泄(大 便)

1.普 通2.便 所 に行 くのが遅い3.か ろうじて 自

分でする4.(便 器)介 助を要す る5.失 禁(常 時

おむつ使用)

入 浴

1.普 通2.ほ ぼ自分でできるが遅い3.一 部介助

すればできる4.か な り介助すればできる

5.全 面介助

視 力

1.普 通2.細 かい字があればスラスラ読めない

2.1㍍ ぐらい離れていて誰か分かる程度4.ほ とん

ど見えない5.ま ったく見えない

聴 力

1.普 通2.補 聴器使用でほぼ普通 に会話ができる

3.大 きい声でないと会話できない4.耳 元で大きな,

声でいわないとわか らない5.ま った く聞 こえない

意 志 表 示

1.普 通2.大 体できるが不完全3.か ろうじてで

きるが不完全4.基 本的な要求のみ可能5.不 能

話 の 了 解

1.普 通2.大 体 で きるが不 完全3.か ろ うじて 了

解4.ま れ に了解5.不 能
A

洗 濯

1.普 通2.で きるが遅 い3.一 部介助すればでき

る4.か な り介助すればできる5.全 面介助必要

買 い 物

1.普 通2.で きるが遅 い3.一 部介助すれ ばでき

る4.か な り介助すればできる5.全 面介助必要

炊 事

1.普 通2.で きるが遅い3.一 部介助すればでき

る4.か な り介助すればできる5.全 面介助必要

掃 除

1.普 通2.で きるが遅 い3.、 一部介 助す れ ばで き

る4.か な り介 助す れ ばで きる5.全 面介 助必 要

電 話

1.普 通2.大 体できるが不完全3.か ろうじてで

きるが不完全4.基 本的な ことのみ可能5.不 能
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金 銭 管 理

1.普 通

きるが不完全

2.大 体できるが不完全

4.基 本的な ことのみ可能

3.か ろ う じて で

5.不 能

服 薬

1.普 通

きるが不完全

2.大 体できるが不完全

4.基 本的な ことのみ可能

3.か ろ う じて で

5.不 能

整 容

1.普 通

きるが不完全

2.大 体できるが不完全

4.基 本的な ことのみ可能

3.か ろ う じて で

5.不 能

(4)ボ デ ィチェック(身 体観 察チェック)

訪 問時ホームヘルパーが要介護者を観察 にする事により、外面か ら身体状況判

断す ることによ り、状況変化をチ ェックする指標として利用す る。

1～5の 数字で入 力 しデータベースに蓄積す る事によ り、身体状況 の変化 を判断

する。

表3-4身 体チェック項 目

洗 顔 1.出 来て いる3.た また ま忘 れ5.し て いな い

着 替え 1.出 来て いる3.た また ま忘 れ た5.し て いな い

食 事 1.普 通に出来 る3.箸 やスプーンを うま く持てない、

又はよく落 とす5.介 助 しないと出来ない

動作 1.普 通3.生 活 の動作が少ない4動 作が緩慢

5.異 常

失禁 1.普 通3.い つ もよ り多 い5.お むつ が必 要

服装 1.正 常3.着 こな しが変5.乱 れて い る

(5)記 録情報(文 書入力)

要介護者か らの要望を文書形式で入力する。又ヘルパーか らスタッフへの要望、

次回訪問時の申し送 り事項を入力する

文書 もデータベースの蓄積によ り、固定化された項 目で判断出来る為入力は文書

メニュー を選ぶ事 によ り行える。
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3.2在 宅介護の要請か ら介護支援開始までの流れ(公 的機 関利用の場合)

① 介護家族か らの介護支援要請 は、地 区の民生委員 を通 じ自治体 の福祉課 にてま とめ ら

れ る。

② 自治体 よ り要請 を受 けたヘルパー が介護者 宅 を訪 問 し、実体調査 を行 い報告す る。

③ 専門家に よる検討結果介護認定 レベル が認 定 され る と介護 計画(ケ アプ ラン)が 作成

され在 宅介護支援が 開始 され る。

地区の民生委員

要介護者家族

翻 窟

護の相談

ヘ ル ハo一に

よ る実 体 調 査

㌫

⑳

市町村福祉課

イ
O

遍̂

羅
社会福祉士等により在宅

介護認定確認、調査(ケ

アプラン作成)

老人 ホー ム等福祉施設

図3-1介 護 認定 までの流れ

3.3在 宅介護デー タベー ス利用 の流れ

①
②
③

介護認定者 の生活環境及 び、支援 作業 に関す る情報収集 を行 い基礎情 報の登録 を行 う。

認定 され た介護計画(ケ アプ ラン)登 録 す る。

介護担 当す るホー ムヘルパー のスケジ ュール調整及 び、登録 作業。

介護データ!ミ]ズ への登録

①②③

スタ:ッフによゐ在宅

、介護情報登録作業

図3-2介 護 デ ー タベ ー ス登 録
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④ ホームヘル パー は訪問介護 開始前 に各 自の携帯端末にてセ ンター のデー タベ ースにア ク

セ ス し、1日 の訪問計画、作業指示デー タ等 の個人別 デー タを受 け取 り各家庭 を訪 問 し

介護 作業 を行 う。

⑤ 各家庭 を訪 問介護作業完了時点で携帯端末 に、チェ ック項 目、作業結果 、要望事項等 を
ペ ンタ ッチで入力す る。

⑥1日 の訪 問計画が終了 した時点 で携帯端末 のデー タをセ ンター のデ ー タベースに送信 す る。

⑦ セ ンター側 は ホー ムヘ ルパー のデー タ よ り、ヘルパーの活 動 日報 出力、要介護者 の身体状

況 を更新 す る。

⑧ 要介護者 か らの要望事項、引継 事項 はそのまま記録 され 、次回訪 問時に作業指示事項 とし

て引 き継 がれ連絡 ミス を防止す る。

⑨ 各種 資料 はデー タベース 内の情報 にて出力 され事務処理 の効率 ア ップ を計 る。

⑩ 継続 され た身体状況デー タは、医療機 関 との連携 によ り医療行為 を行 う上で重要な基礎 資

料 と して利 用 出来 る。

⑪ 要介護者 か らの要望事項等 は、今後 の在 宅介護 サー ビス向上 を検討す る上で貴重な情報 と

して利 用出来 る。

「

個人別データ取り出し

㌫
担 当ホ ー ム ヘ ル パ ー

⑦⑧⑨

④

が

欝 靭 瀦
ご ニゆ 　

難 辮雛1

携帯端末

墨 ⑨⑩

盛

訪問介護作業

㌫
ホームヘルパーが携

帯端末にて入力

要介護著名
ヘルパー各

訪問日/作 業時間

ホ"テ"イチェック

顔色

排便

食事
応答

作業内容
おむつ交換

シーツ交換

替え

体拭き

食事補助

図3-3デ ー タベ ー ス の運 用 図
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3.4シ ステ ム構 成

(1)介 護 セ ン ター側

DOS/V仕 様 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ(Windows95モ デ ル)

ハ ー ドデ ィス ク2 .1GB以 上(デ ー・一ータベ ー ス の 情 報 量 に よ り増 減 す る)

必 要 ソ フ ト

Microsoft社 製

シ ャー プ(株)製

(株)フ ォ ワー ド社 製
・ プ リン ター

(2)携 帯端末

・ 携 帯端末

Windows95、Access95

MI-504,6(パ ワー ザ ウル ス)添 付 ソ フ ト

パ ッケー ジ ソフ ト一 式

A4サ イ ズ印 刷 可能 な機 種 を選 択

シャー プ(株)製 パ ワー ザ ウル ス

(フルカ ラー表示可能)

MI-504

MI-506(モ デ ム内 蔵)

MI-506DC(デ シ"タルカメラ付)

ザ ウ ル ス ポ ケ ッ ト(白 黒 モ ー ド)

MI-110M(モ テ"ム内 蔵7.OMB)

MI-106M(モ テ"ム内 蔵3.1MB)

MI-106モ テ"ム無 し3.1MB

定 価

100,000-

130,000一

168,000一

83,000-

75,000-

62,000一

携帯端末は外勤 のホー ムヘルパ ーの人数分用意す る必要 が有 るので、初期導入 時 に予算 に

よ り機種及 び台数 は考慮す る必 要が有 る。

一⑳

一9鱗 謹鐘

＼Ω細 謹籔
図3-4機 器構成 図
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3.5デ ー タベース機能構成

在宅介護支

要介護者台帳管理
ケ

台帳登録

相談表管理

相談受付

統計資料作成

巌

「デi7ヲラジ疏 葺 「
ll

ケアプラン作成

介齪 置嗣

介護計画作成

介護方法晶

ホームヘル パー支 援

ヘルパー登 録 ヘルパ ー募集

作業指示作成

派遣計画検討

L_____________1

スケジュール作 成

・要情報作成

携帯端末情報作成

今後開発 予定 の

シス テム

今 回構 築の デー タ

ベース システム

'・要情 報分

口

オ ンライ ン処理

ダ ウン

ロー ド

ア ッ プ

ロ ー ド

オン ライ ン処理

ヘルパ ー訪 問計画

問 い合 わせ

"こ へ行 く

か

どの様な人か

作業結果報

作業実績報告書作成

要介護者情報の
問い合わせ

何をすればよいカ

介護作業指示
問い合わせ

介護 作業実績 出力

(オプ ション)

要介護者 状況出力

(オプシ ョン)

何 を した 、

介護作業実績入力

どの様な様子か

要介護者状況入力

携帯端末支援

図3-5デ ータベース機能構成図
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3.6運 用テス ト概要

今回開発のシステムを、検討委員会 を通 じて紹介された介護支援グループの事務局

に持ち込み、ホームヘルパー諸氏から実運用上での問題点を洗い出す運用テス トを実

施 した。

(1)運 用テス ト用持ち込み機材

パソコン1台

携帯端末(シ ャープ(株)製 パ ワーザウルス)2台

(2)テ ス ト項 目

① データベース項 目は実運用上必要な項 目を包含 しているか?。

② センターパソコンの操作性は十分考慮されているか?。

③ 携帯端末のメニュー体系は十分な項目を包含 しているか?。

④ 携帯端末の操作性は、実担 当者が使いこなせるレベルまで考慮 されているか?。

(3)テ ス ト方法及び評 価結果

マスター項 目は数人の実名を登録 し、1週 間テス トしてもらい結果 をヒア リングし

た。

① センターパソコンの入力及び、項目は基本的な事はほぼ満足するが項 目追加要

請 も多々ある。

② 携帯端末を初めて扱 うので操作がうまく行かず、センターへのデータ更新まで
ぐ は出来なかった

。

③ 携帯端末を使っているうち画面が戻 らず操作をやめた。

④ 項目が少な く報告書で書 くような ことが出来ない。

(4)実 施結果 をふまえての対策

① センター側のデータベース項 目は、複数の施設等でテス トした結果で再検討す

る事で、今回 は修正及び手直しは行わない。

② 携帯端末のプログラムについては、メーカーにも協力を仰ぎ情報収集 して再度

目標を平成10年3月 中旬をめどに設計か らや り直す。

③3月 下旬には再度持ち込みテス ト運用開始する事で了承 して もらう。
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4.今 後の課題

在宅介護の分野は、国の制度 として介護保険法案がようや く成立 した段階で、個々の

細かな施策については統一された基準が明確に確立されていない段階である。

又、ホームヘルパーの処遇を含めた介護環境整備面も、まだ本格的な議論が行われて

お らず、完全なデータベースシステムとして確立する事は困難な状況であった。

今回、研究構築したデータベースの扱い項 目は関連文献等より洗い出し、現場担当者

等にヒアリングした結果でまとめているが、実団体の試行運用等によ り、より実情に即

したデータベース構築及びシステム構築が必要で有ると痛感 している。

又、同時に各種大手企業 との先行 した営業面か らのコンタク トの所感か ら、今後発展

拡大の要素を含んだ市場で有る事も感 じられ次のように結論づけた。

(1)試 行運用結果からの検討

さらに複数の介護団体に無償の試行運用を依頼 し、項 目内容の検討を行ない結果 を

基に項 目修正行って、商品評価バージョンの開発を完了する予定である。

(2)ビ ジネス計画

初期導入費用については、ホームヘルパーの人数分の携帯端末を購入する必要があ

る為、出来るだけ安価な携帯端末を推奨する必要がある。

現在、大手コンピュータメーカー、製薬 メーカー、大手生保会社等に介護パッケー

ジとしてアプローチ中で有 り、案件 としては特別養護老人ホームに平成10年9月 を

めどに導入予定との内示 を受けている。

(3)今 後のビジネス展望

製薬会社、生保会社へのアプローチ結果から判断すると、介護法案の成立を受けて

各社とも 「在宅介護分野」への市場参入に積極的であるとの感触を受けた。

大手企業との販売支援体制は販売拡大戦略上為不可欠要素であり、今後当商品を足

掛かりに更なる在宅介護商品の開発を計ってゆくつもりである。
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添付資料 高齢者在宅介護支援システム設計書



叉て叉h

高齢者在宅介護支援システム

機能一覧

1.在 宅介護支援

大分類 機 能 概 要

要介護者台帳管理

要介護者情報入力

要介護者の基本情報、精神 ・身体情報、ADL、 住宅環境、

緊急連絡先、介護の状況、介護の問題点、家族関係の入

力を行う

要介護者情報出力

要介護者の基本情報、精神 ・身体情報、ADL、 住宅環境、

緊急連絡先、介護の状況、介護の問題点、家族関係の帳

票出力を行う(要 介護者別、要介護者一覧)

介護者の情報入力 介護者の基本情報の入力を行う

介護者の情報入力 介護者の基本情報の帳票出力を行う

相談者の情報入力 相談者の基本情報の入力を行う

相談者の情報出力 相談者の基本情報の帳票出力を行う

相談票管理
相談票入力 相談表の情報の入力を行う

相談票出力 相談表の帳票出力を行う

統計資料作成
要介護者状態管理 要介護者のADLの 変化をグラフ出力する

相談件数の把握 相談の件数をグラフ出力する

2.ケ アプラン作成支援

大分類 機 能 概 要

介護計画作成 週間プラン入力
要介護者単位に一週間にどんな予定があるかスケジュー

リングし、画面から入力する。入力方法は埋め込み式。

ケアプラン作成 ケアプラン入力 スタッフが検討したケアプランを画面から入力する

作業指示作成 作業指示入力 画面上の介護項目から指示内容を選択し入力する

3.ホ ームヘ ルパ ー支 援

大分類 機 能 概 要

スケジュール作成 スケジュール入力
ヘルパー毎のスケジュール画面で入力を行う。入力方法

は埋め込み式でコピー機能を設ける。

実績報告書作成

日報出力
作業日報を帳票出力する。(ヘ ルパー単位、要介護者単

位、施設単位)

月報出力
介護作業の月毎の集計結果を帳票出力する。(ヘ ルパー

単位、要介護者単位、施設単位)

ヘルパー情報入力
ヘルパー情報を入力する(氏 名、生年月日、資格、介護

パターンなど)

ヘルパー情報出力
ヘルパー情報を帳票出力する(ヘ ルパー情報、ヘルパー
一覧)
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高齢者在宅介護支援システム

機能一覧

4.携 帯端末支援(セ ンター側)

大分類 機 能 概 要'〉

携帯端末情報作成

要介護者情報作成
携帯端末へのダウンロー ド用に要介護者の基本情報、.精
神 ・身体情報、ADL、 住宅環境、緊急連絡先、介護の状

況、介護の問題点、家族関係などのデータを作成する

作業指示情報作成
ケァプラン作成支援から作業指示情報を取 り出しダウン
ロー ド用データを作成する

ヘルパー情報作成
ヘルパー毎のスケジュールダウンロー ド用データを作成

する

オ ンライン処理
ダ ウ ン ロー ド 携帯端末に作業指示などのデータをダウンロー ドする

ア ッ プ ロー ド 携帯端末からのデータをアップロー ドする

5.携 帯端末支援(携 帯端末側)

大分類 機 能 概 要

オ ンライン処理
ダ ウ ン ロー ド

センター側から作業指示などのデータをダウンロー ドす
る

ア ッ プ ロー ド 携帯端末からのデータをアップロー ドする

ヘルパー訪問計画

問い合わせ

当日計画問い合わせ 当日の訪問スケジュール携帯端末の画面に表示する

週間計画問い合わせ 週間の訪問スケジュールを携帯端末の画面に表示する

要介護者情報の問い
合わせ

基本情報問い合わせ 要介護者の基本情報を携帯端末の画面に表示する

履歴問い合わせ 要介護者のADLの 変化などを携帯端末の画面 に表示する

介護計画問い合わせ 要介護者の介護計画を携帯端末の画面に表示する

介護作業指示問い合
わせ

作業指示問い合わせ
要介護者別のヘルパーへの作業指示項目を携帯端末の画

面に表示する

介護作業実績入力 活動記録入力
訪問日時、作業開始時間、終了時間、移動時間な どを携.

1

帯端末から入力する

要介護者状況入力 チェック項目入力
ヘルパー訪問時の要介護者宅及び要介護者の状況を5段

階評価、2者 択一で携帯端末から入力する

要望入力

要介護者要望入力
要介護者からの介護に関する要望を携帯端末から手書き
で入力する

家族からの要望入力
要介護者の家族からの介護に関する要望を携帯端末から
手書きで入力する

ヘルパー要望入力 ヘルパーからの要望を携帯端末から手書きで入力する

その他入力

住居見取り図入力
要介護者宅の屋内、屋外の見取 り図を携帯端末から手書

きで入力する

申 し送 り事項入力
懸案事項等、次回訪問予定のヘルパーへの申し送 り事項
を入力する

介護作業実績出力

(オプション)

訪問記録出力
ヘルパー名、訪問日時、作業開始終了時間などを訪問記

録として帳票出力する

作業記録出力 作業指示項 目、作業実施状況を帳票出力する

要介護者状況出力
(オプション)

状態変化出力
要介護者のボディーチェック項目をグラフ化 し帳票出力
する

その他出力

(オプション)
申し送 り事項出力

懸案事項等、次回訪問予定のヘルパーへの申し送 り事項

を帳票出力する
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高齢者在宅介護支援システム
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高齢者在宅介護支援システム
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一25一



高齢者在宅介護支援システム＼

ブ ロック関連図

・携 帯端末支援(携 帯端末側)
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ブロ ック関連図
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区分 マスター定義

1/2

種類1大 分類1小 分類1項 目名1種 類1大 分類1小 分類1項 目名

性別 001 0 男性 別同居 016 0 同居
001 1 女性 016 1 別居

配偶者有無 002 0 無 援助時間 017 0 在宅時はいつも
002 1 有 017 1 平日のみ
002 2 未婚 017 2 土 日祝 日

002 3 死別 介護負担度 018 0 普通
生計状況 003 0 生活保護 018 1 軽い

003 1 年金のみ 018 2 重い
003 2 生計中心者 勤務 019 0 常勤

同一生計世帯者

間柄

004 0 長男 019 1 非常勤
004 1 次男 支援の必要性 020 0 いつも

004 2 三男 020 1 時々
004 3 長女 020 2 土 日祝 日
004 4 次女 情報 021 0 必要である
004 5 三女 021 1 十分

職業 005 0 無職 機関 022 0 診療所
005 1 会社員 022 1 病院

有無 006 0 無 022 2 老健
006 1 有 022 3 保健所

都道府県別 007 0 東京都 022 4 在 宅支援センター

介護訪問頻度 008 0 1/日 022 5 医師
008 1 1/週 022 6 PHN

008 2 1/月 022 7 Nrs

N式 スケール

評価

009 0 正常 022 8 MSW

009 1 境界 022 9 PT

009 2 軽症痴呆 介護パターン

(活 動 可能)

023 0 滞在型
009 3 中等症痴呆 023 1 巡回型
009 4 重傷痴呆 023 2 両方

要介護者

認定ランク

010 0 軽度介護認定 介護できる種類 024 0 身体介助
010 1 中度介護認定 024 1 家事援助
010 2 重度介護認定 介護可能時間帯

(滞在型)

025 0 昼間

住居状況 011 0 一戸建て 025 1 午前のみ
011 1 マンション 025 2 午後のみ
011 2 公社 025 3 夜間
011 3 公団 介護可能時間帯

(巡回型)

026 0 昼間
011 4 公営住宅 026 1 早朝夜間
011 5 給与住宅 026 2 深夜
011 6 ア パ ー ト ヘルパー資格 027 0 1級 ヘ ル パ ー

011 7 間借り 027 1 2級 ヘルパー

方角 012 0 東 相談方法 028 0 面接
012 1 西 028 1 電話
012 2 南 028 2 手紙
012 3 北 028 3 訪問

段差 013 0 無 028 4 その他
013 1 多 新規 ・継続 029 0 新規
013 2 少 029 1 継続

便所 014 0 和式 心身の状況 030 0 寝たきり
014 1 洋式 030 1 痴呆

浴室 015 0 自宅 にあり 030 2 虚弱
015 1 もらい湯 030 3 その他
015 2 公衆浴場
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区分マスター定義
2/2

一30一



ADL区 分マスター定義

1/2

種 類1大 分 類1小 分類1項 目名1種 類1大 分 類1小 分類1項 目名

歩行(屋 外) 001 01 普通 入浴 010 01 普通
02 ゆっくりなら歩 ける 02 ほぼ自分でできる
03 物に捉まって歩ける 03 一部介助

04 はって歩く 04 かなり介助
05 移動不能 05 全面介助

歩行(屋 内 002 01 普通 視力 011 01 普通
02 ゆっくりなら歩 ける 02 スラスラ読めない
03 物 につかまって歩ける 03 誰かわかる程度
04 はって歩く 04 ほとんど見えない
05 移動不能 05 まったく見えない

階段昇降 003 01 普通 聴力 012 01 普通
02 ゆっくりなら歩 ける 02 補聴器で会話ができる
03 物につかまって歩ける 03 大きい声で会話
04 はって歩く 04 耳元で大きい声で会話
05 移動不能 05 まったく聞こえない

立位 004 01 普通 意志表示 013 01 普通
02 何とか自分で立てる 02 大体できるが不完全
03 一部介助 03 かろうじてできる

04 介助されて立てる 04 基本的な要求のみ可能
05 全面介助 05 不能

寝返り 005 01 普通 話の了解 014 01 普通
02 何とかできる 02 大体できるが不完全
03 一部介助 03 かろうじて了解

04 かなり手助け必要 04 まれに了解
05 全面介助 05 不能

衣服着脱 006 01 普通 洗濯 015 01 普通
02 できるが遅い 02 できるが遅い
03 一部介助 03 一部介助

04 かなり介助 04 かなり介助
05 全面介助 05 全面介助

食事 007 01 普通 買い物 016 01 普通
02 ほぼ自分で食べられる 02 できるが遅い
03 一部介助 03 一部介助

04 かなり介助 04 かなり介助
05 全面介助 05 全面介助

排泄(小便) 008 01 普通 炊事 017 01 普通
02 便所に行くのが遅い 02 できるが遅い
03 かろうじて自分でする 03 一部介助

04 介助を要する 04 かなり介助
05 失禁(常 時おむつ) 05 全面介助

排泄(大便) 009 01 普通 掃除 018 01 普通
02 便所に行くのが遅い 02 できるが遅い
03 かろうじて自分でする 03 一部介助

04 介助を要する 04 かなり介助
05 失禁(常 時おむつ) 05 全面介助
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ADL区 分 マスター定義

2/2
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精神 ・身体状況 区分 マスター定義
1/1

種類1大 分類1小 分 類1項 目名1種 類1大 分類1小 分類1項 目名

幻覚 001 01 幻覚無 外出迷子 017 01 外出迷子無
02 幻覚 有' 02 外出迷子有

妄想 002 01 妄想無 俳徊 018 01 俳徊無
02 妄想有 02 俳徊有

物忘れ 003 01 物忘れ無 感情障害 019 01 感情障害無
02 物忘れ有 02 感情障害有

失見当識 004 01 失見当識無 夜間行動異常 020 01 夜間行動異常無
02 失見当識有 02 夜間行動異常有

失認 005 01 失認無 麻痺 021 01 麻痺無
02 失認有 02 麻痺有

意識障害 006 01 意識障害無 拘縮 022 01 拘縮無
02 意識障害有 02 拘縮有

自殺企画 007 01 自殺企画無 褥瘡 023 01 褥瘡無
02 自殺企画有 02 褥瘡有

攻撃暴力 008 01 攻撃暴力無 動機息切れ 024 01 動機息切れ無
02 攻撃暴力有 02 動機息切れ有

性的異常行動 009 01 性的異常行動無 動機息切れ 025 01 動機息切れ無
02 性的異常行動有 02 動機息切れ有

不潔行為 010 01 性的異常行動無 便秘 026 01 便秘無
02 性的異常行動有 02 便秘有

奇声を上げる 011 01 奇声を上げる無 失禁 027 01 失禁無
02 奇声を上げる有 02 失禁有

過食 012 01 過食無 外傷 028 01 外傷無
02 過食有 02 外傷有

蒐集僻 013 01 蒐集僻無 家 族 との コミュニケーショ1 029 01 良い
02 蒐集僻有 02 普通

乱買 014 01 乱買無 03 悪い
02 乱買有 04 全 くない

弄火 015 01 弄火無
02 弄火有

虚言 016 01 虚言無
02 虚言有
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作業指示区分マスター定義
1/1

種類 大分類 小分類 項目名 種類 大分類 小分類 項目名
食事 001 01 献立作成 精神的援助 006 01 話し相手

02 調理 02 心理的援助
03 食事介助 03 生活上の助言
04 後片付け 04 情報提供
05 水分補給 投薬 007 01 服薬管理
06 間食 02 心理的援助

清潔 002 01 洗面
02 歯磨き 受診 ・通院 008 01 往診医・専門医の紹介
03 ロ腔清掃 02 通院介助
04 洗浄 03 通院付き添い
05 洗髪 04 薬の受け取り
06 全身清拭 05 医師への病状説明
07 手足浴 住居 009 01 換気
08 陰部清掃 02 室温
09 入浴介助 03 日当たり調整
10 入浴付き添い 04 整理 ・整頓

11 髭剃り 05 居室内清掃
12 爪切り 06 台所清掃
13 耳掃除 07 ゴミ出し

14 髪の手入れ 買い物等 010 01 買い物
15 浴槽清掃 02 手続き代行
16 湯張り 03 金銭管理

排泄 003 01 おむつ交換 011 01 社会福祉事務所
02 尿びんのお使用

関係機関への
連絡 02 社協

03 ベッド上排泄介助 03 在宅福祉サービス
04 ポータブル トイレ介助 04 保健所
05 トイレ誘導 05 訪問看護ステーション

リハビリ 004 01 体位交換
02 座位保持
03 移動介助
04 立位訓練
05 歩行訓練
06 拘縮予防間接屈伸訓練
07 散歩介助
08 通所介助
09 言語訓練
10 レクリエーション

11 アクティビティ

寝具 ・衣服 005 01 寝衣 ・シーツ交換
02 衣類脱着の介助
03 洗濯
04 洗濯取り入れ
05 洗濯整理
06 縫い物
07 アイロンがけ
08 布団干し
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